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1背 景

・2015年12月の第1回運営会議から、5年が経過

・ＪＡＥＡによる英知事業の開始（2018年度）、完全移行

（2020年度）

・研究戦略として「基礎・基盤研究の全体マップ」を整備

・廃止措置研究・人材育成等強化プログラムの終了

（2019年度）

・2021年以降の燃料デブリの試験的取り出しが予定

ニーズオリエンテッドな活動にシフト
（シーズ集約の役割は継続）



2廃炉基盤研究プラットフォーム活動

研究関連の分科会

運 営 会 議

①燃料デブリ等の研究に関する分科会
②画期的なアプローチによる放射線計測技術

について検討する分科会
③特殊環境下の腐食現象の解明について検討

する分科会
④放射性物質による汚染機構の原理的解明

について検討する分科会
⑤廃炉工程で発生する放射性物質の環境動態

について検討する分科会
⑥１Ｆ事故進展基盤研究に関する分科会

機構と大学・研究機関との1Ｆ廃炉の基礎・基盤研究の推進協議体

ＮＥＳＴ*

＊ＮＥＳＴ：Nuclear Education, Skills and Technology Framework

廃炉創造ロボコン

(ＮＤＥＣ）

英知事業（研究人材育成）

連携ラボ

英知事業（共通基盤・課題解
決・国際協力（日英・日露））

基礎・基盤研究の全体マップ

過去5年間で追加された活動

福島リサーチカンファレンス
（ＦＲＣ）

3廃炉基盤研究プラットフォームの運営⾒直し案

機構と大学・研究機関との1Ｆ廃炉の基礎・基盤研究の推進協議体

研究関連の分科会 １F廃炉研究に係る研究人材育成検
討委員会（仮称）

福島リサーチカンファレンス
（ＦＲＣ）

運 営 会 議

継続

継続

廃止

企画委員会（仮称）

新設

・プラットフォームにおける取り組みを検討、具体化

①燃料デブリ等の研究に関する分科会
②画期的なアプローチによる放射線計測技術

について検討する分科会
③特殊環境下の腐食現象の解明について検討

する分科会
④放射性物質による汚染機構の原理的解明

について検討する分科会
⑤廃炉工程で発生する放射性物質の環境動態

について検討する分科会
⑥１Ｆ事故進展基盤研究に関する分科会

・人材育成に係る取組の検討・情報共有
・OECD/ＮＥＡの原子力教育・スキル・技術活動
（NEST)
・次世代イニシアティブ廃炉技術カンファレンス
（ＮＤＥＣ）→実行委員会を下部に設置
・廃炉創造ロボコン

注＊人材育成ＰＧ（文科省英知＋ＪＡＥＡ英知）

新設

英知事業のワークショップや成果報告会
もＦＲＣ（英知事業）という冠をかけ、統一感を醸成していく。

（分割）



4役割

プラットフォーム企画委員会（仮称）（案） １F廃炉研究に係る研究人材育成検討委員会（仮称）（案）

〇目的：東京電力ホールディングス株式会社福島第一廃炉推進カンパニー
福島第一原子力発電所の廃炉に向け、大学等の研究機関と連携し、基礎・
基盤研究並びに研究を通じた人材育成に係る取組を推進する「廃炉基盤
研究プラットフォーム」活動の企画及び運営方針を検討することを目的とす
る。

〇所掌：次に掲げる事項について協議等を行う。
(1) 廃炉基盤研究プラットフォームの取組に係る企画及び運営方針に関す
る事項
(2) 基礎・基盤研究の情報共有に関する事項
(3) 基礎・基盤研究戦略への提言に関する事項
(4) 人材育成の取組に関する事項
(5) その他、必要な事項

〇組織構成：委員長及び委員をもって組織する。

〇委員長：委員長は、廃炉環境国際共同研究センター長

〇委員：委員は、機構の職員及び外部の有識者からセンター長が指名又
は委嘱する。

〇任期：委員長及び委員の任期は、１事業年度内の期間とする。ただし、
再任を妨げない。

〇招集：委員会は必要に応じて委員長が招集する。

〇事務局：廃炉環境国際共同研究センター研究推進室

〇廃止：規定する業務を終了したとセンター長が認めるときは、廃止する。

〇目的：東京電力ホールディングス株式会社福島第一廃炉推進カンパニー
福島第一原子力発電所の廃炉に関する基礎・基盤研究を通じた研究人材
育成に関する取組を推進することを目的とする。

〇所掌：次に掲げる事項について協議等を行う。
(1) 人材育成に関する取組の企画及び実施に関する事項
(2) 人材育成に関する情報共有に関する事項
(3) その他、必要な事項

〇組織構成：委員長及び委員をもって組織する。

〇委員長：機構の職員及び外部の有識者から廃炉環境国際共同研究セン
ター長（以下「センター長」とする。）が指名又は委嘱する。

〇委員：委員は、機構の職員及び外部の有識者からセンター長が指名又
は委嘱する。

〇実行委員会：委員会は、人材育成に係る具体的な活動を進めさせる必
要があると認める時は、実行委員会を置くことができる。
・実行委員会は、主査及び委員をもって構成する。

・主査及び委員は、機構の職員及び外部の有識者からセンター長が指名
又は委嘱する。

〇任期：委員長及び委員の任期は、１事業年度内の期間とする。ただし、
再任を妨げない。

〇招集：委員会は必要に応じて委員長が招集する。

〇事務局：委員会の事務局は、廃炉環境国際共同研究センター研究推進
室が行う。
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〇運営を見直す

〇企画委員会（仮称）、１F廃炉研究に係る

研究人材育成検討委員会（仮称）を新設
する。

まとめ


